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　●
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行
日
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令
和
8
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2
月
15
日
・
毎
月
1
回
15
日
発
行

　●
定
価
／
1
部
50
円（
但
し
、会
員
の
購
読
料
は
会
費
の
中
に
含
む
）

　
今
年
の
お
正
月
は
寒
か
っ
た
で
す
ね
。初
詣
に
行
き

ま
し
た
が
、参
拝
す
る
ま
で
の
長
い
行
列
に
1
時
間
も

並
び
続
け
ま
し
た
。お
参
り
を
し
て
お
み
く
じ
を
引
く

の
が
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、今
年
は「
末
吉
」で
し

た
。大
吉
か
ら
始
ま
っ
て
最
後
の
方
に
近
い
運
勢
で
、

ち
ょ
っ
と
が
っ
か
り
し
ま
し
た
。（
順
番
は
地
域
に
よ
っ

て
違
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、大
吉
・
中
吉
・
小
吉
・
吉
・

末
吉
・
凶
・
大
凶
の
順
で
覚
え
て
い
ま
す
）お
み
く
じ
の

値
段
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。い
つ
も
1
0
0
円
の
お

み
く
じ
を
買
う
の
で
す
が
、今
年
は
2
0
0
円
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。お
み
く
じ
の
中
に
七
福
神
が
入
っ
て
い

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。金
色
の
小
さ
な
置
物
で
す
。こ

の
七
福
神
の
出
身
地
は
3
ケ
所
あ
り
、大
黒
天
と
毘
沙

門
天
、弁
才
天
が
イ
ン
ド
、布
袋
と
寿
老
人
、福
禄
寿
は

中
国
、そ
し
て
恵
比
寿
が
日
本
の
土
着
信
仰
の
神
で

す
。

　
仕
事
初
め
の
日
、別
の
神
社
で
リ
ベ
ン
ジ
す
る
と
大

吉
で
し
た
。今
年
も
運
気
が
よ
さ
そ
う
で
す
。

撮影：大崎 貫之 様

「好奇心」

第13回 未来に伝えたい農業・農村の風景
フォトコンテスト入選作品

　
令
和
7
年
を
振
り
返
る
と
国
内
も
国
外
も
さ
ま
ざ
ま

な
出
来
事
が
発
生
し
た
。あ
る
新
聞
社
が
読
者
に
行
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、国
内
の
10
大
ニ
ュ
ー
ス
の
ト
ッ

プ
は
、「
大
阪
・
関
西
万
博
が
開
幕
」だ
っ
た
。開
幕
前
は
、建

設
費
の
増
額
や
パ
ビ
リ
オ
ン
の
建
設
遅
れ
な
ど
、ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
面
が
注
目
を
集
め
た
が
、開
幕
前
の
予
想
を
は

る
か
に
超
え
る
来
場
者
数
だ
っ
た
。

　
僅
差
で
2
位
に
な
っ
た
の
は
、「
ク
マ
襲
撃
相
次
ぐ
」

だ
っ
た
。今
年
は
例
年
に
な
く
ク
マ
に
人
が
襲
わ
れ
る
被

害
が
相
次
い
だ
。被
害
者
数
も
過
去
最
多
を
更
新
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、政
府
は
自
衛
隊
や
警
察
の
派
遣
を
決
め
、

緊
急
銃
猟
が
始
ま
っ
た
。

　
3
位
に
は「
自
民
党
総
裁
選
で
高
市
早
苗
氏
勝
利
、初

の
女
性
首
相
に
」が
入
っ
た
。憲
政
史
上
初
め
て
の
女
性
首

相
が
誕
生
し
た
。内
閣
支
持
率
も
70
％
台
と
い
う
高
支
持

率
を
た
た
き
出
し
た
。

　
私
た
ち
に
関
係
す
る「
コ
メ
価
格
高
騰
、政
府
備
蓄
米

の
放
出
発
表
」は
こ
れ
も
僅
差
で
4
位
だ
っ
た
。ど
の
出
来

事
も
連
日
Ｔ
Ｖ
や
ネ
ッ
ト
で
世
間
を
賑
わ
せ
た
。

　
一
方
、国
外
に
目
を
向
け
る
と
、1
位
は「
第
47
代
米
大

統
領
に
ト
ラ
ン
プ
氏
が
就
任
」で
あ
っ
た
。米
国
第
一
主
義

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、前
例
の
な
い
施
策
を
推
し
進
め
、国

内
外
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　
2
位
は「
中
国
、高
市
首
相
答
弁
に
反
発
、渡
航
自
粛
呼

び
か
け
」だ
っ
た
。高
市
首
相
の
台
湾
有
事
に
関
す
る
存
立

危
機
事
態
に
な
り
得
る
と
答
弁
し
た
こ
と
へ
の
反
発
で
、

し
ば
ら
く
は
鎮
静
化
し
そ
う
に
な
い
。

　
3
位
は「
米
が
相
互
関
税
発
表
　
日
本
24
％
、中
国

34
％
」で
あ
っ
た
。製
造
業
の
国
内
回
帰
や
貿
易
赤
字
の
解

消
を
目
指
す
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
突
然
の
相
互
関
税
発
表

に
世
界
中
が
驚
愕
し
た
。中
国
に
対
し
て
は
一
時
期
、

1
4
5
％
の
関
税
を
課
す
と
発
表
し
た
。こ
の
相
互
関
税

に
つ
い
て
は
米
国
で
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
権
限
を
逸
脱
し

て
い
る
と
し
て
、各
地
で
訴
訟
が
起
き
て
い
る
。

　
他
に
も「
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
山
火
事
」や「
ル
ー
ブ
ル
美

術
館
で
盗
難
被
害
額
8
、8
0
0
万
ユ
ー
ロ
」な
ど
が
上

位
に
入
っ
た
。

　
な
お
、清
水
寺
で
発
表
さ
れ
た
令
和
7
年
の
漢
字
一
文

字
は「
熊
」だ
っ
た
。

あ
ぜ
み
ち
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今月の表紙「幸福の白い花咲く頃」 (撮影：みろくのそら 様)　第13回 未来に伝えたい農業・農村の風景フォトコンテスト入選作品
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農
家
の
声
を

国
政
に
！参議院議員

藤木しんや
活 動
報 告

Fu j i k i  S h i n y a
    　a c t i v i t y  r e p o r t

① 生産現場からの声を国政に届け、実現します

② 食料安全保障の強化の実現を目指します

③ 中小・家族経営、中山間地農業への更なる

　 理解と支援の拡充に取り組みます

④ 地域の拠り所であるJAの取組を後押しします

4つのVision

農家・農業の未来のため全力で頑張ります

自民党畜産・酪農対策委員会事務局次長として北海
道に現地視察に行きました（R7年12月6日）

自民党畜産・酪農対策委員会事務局次長として宮崎
県に現地視察に行きました（R7年11月29日）

自民党野菜・果樹・畑作物等対策委員長としてゲタ対
策の結果報告を行いました（R7年11月26日）

自民党野菜・果樹・畑作物等対策委員長として鹿児島県に甘味
資源作物にかかる現地視察に行きました（R7年11月24日）

JAグループ基本農政全国大会でガンバロウ三唱を行
いました（R7年11月10日）

自民党野菜・果樹・畑作物等対策委員長として北海道に甘味
資源作物にかかる現地視察に行きました（R7年11月9日）

・農林水産大臣政務官（２回）
・自民党 農林部会畜産酪農対策委員会事務局長
・農林部会長代理
・農林部会 野菜･果樹･畑作物等対策委員長
・参議院 農林水産委員長 など

これまでの主な役職

No.434　みどりの風　2026.2.15（2）

▲木村敬知事へ要請を行うJAグループの代表者

▲髙野洋介熊本県議会議長（中央）と緒方勇二副議長（右）に
要請書を手渡す宮本隆幸会長

▲自民党県連の前川收会長（左）に要請を行う宮本隆幸会長

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
と
県
農
政
連
は
12
月

22
日
に
県
知
事
と
県
議
会
議
長
、自
民
党
県
連

に
対
し
て
、令
和
8
年
度
の
農
業
政
策
と
予
算

の
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　
県
庁
等
を
訪
れ
た
の
は
熊
本
県
内
12
農
業

団
体
と
県
農
政
連
の
代
表
者
で
、農
業
関
連
予

算
で
は
、水
田
産
地
化
総
合
推
進
事
業
、く
ま

も
と
土
地
利
用
型
農
業
競
争
力
強
化
支
援
事

業
、野
菜
価
格
安
定
対
策
事
業
な
ど
、59
事
業

に
お
よ
ぶ
約
1
9
5
億
6
、9
6
1
万
円
を
要

望
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、農
業
政
策
要
望
に
お
い
て
は
、「
農
業

構
造
転
換
集
中
対
策
」に
必
要
な
施
策
を
具
体

化
す
る
と
と
も
に
、持
続
可
能
な
農
業
者
の
所

得
確
保
及
び
経
営
安
定
化
並
び
に
消
費
者
へ

の
安
全
・
安
心
な
県
産
・
国
産
農
畜
産
物
の
安

定
供
給
の
実
現
を
図
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。ま

た
、既
存
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
組
み
合

「
令
和
8
年
度
熊
本
県
農
業
政
策・予
算
」を
要
望

「
令
和
8
年
度
熊
本
県
農
業
政
策・予
算
」を
要
望

わ
せ
て
も
補
い
き
れ
な
い
生
産
資
材
価
格
の

高
止
ま
り
に
対
応
し
得
る
対
策
の
充
実
を
求

め
ま
し
た
。そ
の
他
の
重
点
項
目
と
し
て
は
、

適
正
な
価
格
形
成
の
実
現
と
国
民
理
解
の
醸

成
・
行
動
変
容
、環
境
調
和
型
農
業
の
推
進
と

現
場
実
態
に
応
じ
た
農
業
技
術
の
普
及
、「
地

域
計
画
」の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
と
中
山

間
地
域
へ
の
支
援
、共
同
利
用
施
設
の
老
朽
化

に
伴
う
再
編
整
備
等
へ
の
支
援
、半
導
体
関
連

企
業
進
出
に
伴
う
代
替
農
地
確
保
等
に
よ
る

営
農
継
続
等
へ
の
対
応
強
化
な
ど
を
訴
え
ま

し
た
。

　
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
の
宮
本
隆
幸
会
長
は「
生

産
資
材
の
価
格
高
騰
が
続
く
中
、気
候
変
動
に

よ
る
夏
場
の
猛
暑
、8
月
豪
雨
に
よ
る
広
域
的

な
農
地
浸
水
に
見
舞
わ
れ
た
。新
た
な
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
、農
業
の

構
造
転
換
を
集
中
的
に
推
し
進
め
る
こ
と
と

し
て
い
く
こ
と
か
ら
、実
効
性
の
あ
る
具
体
的

な
施
策
と
万
全
な
予
算
の
確
保
が
重
要
だ
」と

訴
え
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
で
は
各
団
体
か
ら
、8
月
の
大
雨

被
害
対
応
や
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
の
人
材
確
保
に

向
け
た
支
援
、配
合
飼
料
価
格
の
高
騰
対
策
、

収
入
保
険
の
補
助
の
継
続
や
重
点
支
援
地
方

交
付
金
の
活
用
、後
継
者
育
成
に
向
け
た
対
応

を
求
め
る
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
要
望
を
受
け
、木
村
敬
知
事
は「
重
点
支
援

交
付
金
の
要
望
に
つ
い
て
は
、年
明
け
に
は
価

格
高
騰
対
策
や
農
畜
産
物
の
販
路
拡
大
に
積

極
的
に
使
っ
て
い
く
。本
日
の
要
望
を
し
っ
か

り
受
け
止
め
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
要
望
書
は
、熊
本
県
議
会
の
髙
野
洋
介
議

長
、自
民
党
県
連
の
前
川
收
会
長
へ
も
提
出
し

ま
し
た
。

主
な
重
点
要
望
事
項

1
．
食
料
安
全
保
障
の
確
保
に
向
け
た

　
　
施
策
の
具
体
化
と
万
全
な
予
算
確

　
　
保

2
．
生
産
資
材
高
騰
対
策
等
の
継
続
・

　
　
拡
充

3
．
適
正
な
価
格
形
成
の
実
現
と
国
民

　
　
理
解
の
醸
成
・
行
動
変
容 

4
．
環
境
調
和
型
農
業
の
推
進
と
現
場

　
　
実
態
に
応
じ
た
農
業
技
術
の
普
及

5
．「
地
域
計
画
」
の
実
現
に
向
け
た

　
　
取
り
組
み
と
、
中
山
間
地
域
へ
の

　
　
支
援

6
．
農
地
の
基
盤
整
備
、集
積
・
集
約
化

　
　
及
び
遊
休
・
耕
作
放
棄
地
の
解
消

7
．
生
産
者
向
け
の
補
助
事
業
の
要
件

　
　
緩
和

8
．
共
同
利
用
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う

　
　
再
編
整
備
等
へ
の
取
り
組
み
支
援

9
．
半
導
体
関
連
企
業
進
出
に
伴
う
営

　
　
農
継
続
に
向
け
た
対
応
の
強
化 

10
．
土
地
改
良
施
設
の
老
朽
化
等
に
関

　
　
す
る
必
要
予
算
の
確
保

11
．
新
規
就
農
者
等
へ
の
支
援

12
．
労
働
力
確
保
対
策 

13
．
農
業
委
員
会
の
体
制
強
化

14
．
品
目
別
対
策

　
　
①
水
田
・
畑
作
農
業
政
策

　
　
②
畜
産
・
酪
農
政
策

　
　
③
園
芸
・
果
樹
政
策
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対
し
て
、令
和
8
年
度
の
農
業
政
策
と
予
算

の
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　
県
庁
等
を
訪
れ
た
の
は
熊
本
県
内
12
農
業

団
体
と
県
農
政
連
の
代
表
者
で
、農
業
関
連
予

算
で
は
、水
田
産
地
化
総
合
推
進
事
業
、く
ま

も
と
土
地
利
用
型
農
業
競
争
力
強
化
支
援
事

業
、野
菜
価
格
安
定
対
策
事
業
な
ど
、59
事
業

に
お
よ
ぶ
約
1
9
5
億
6
、9
6
1
万
円
を
要

望
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、農
業
政
策
要
望
に
お
い
て
は
、「
農
業

構
造
転
換
集
中
対
策
」に
必
要
な
施
策
を
具
体

化
す
る
と
と
も
に
、持
続
可
能
な
農
業
者
の
所

得
確
保
及
び
経
営
安
定
化
並
び
に
消
費
者
へ

の
安
全
・
安
心
な
県
産
・
国
産
農
畜
産
物
の
安

定
供
給
の
実
現
を
図
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。ま

た
、既
存
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
組
み
合

「
令
和
8
年
度
熊
本
県
農
業
政
策・予
算
」を
要
望

「
令
和
8
年
度
熊
本
県
農
業
政
策・予
算
」を
要
望

わ
せ
て
も
補
い
き
れ
な
い
生
産
資
材
価
格
の

高
止
ま
り
に
対
応
し
得
る
対
策
の
充
実
を
求

め
ま
し
た
。そ
の
他
の
重
点
項
目
と
し
て
は
、

適
正
な
価
格
形
成
の
実
現
と
国
民
理
解
の
醸

成
・
行
動
変
容
、環
境
調
和
型
農
業
の
推
進
と

現
場
実
態
に
応
じ
た
農
業
技
術
の
普
及
、「
地

域
計
画
」の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
と
中
山

間
地
域
へ
の
支
援
、共
同
利
用
施
設
の
老
朽
化

に
伴
う
再
編
整
備
等
へ
の
支
援
、半
導
体
関
連

企
業
進
出
に
伴
う
代
替
農
地
確
保
等
に
よ
る

営
農
継
続
等
へ
の
対
応
強
化
な
ど
を
訴
え
ま

し
た
。

　
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
の
宮
本
隆
幸
会
長
は「
生

産
資
材
の
価
格
高
騰
が
続
く
中
、気
候
変
動
に

よ
る
夏
場
の
猛
暑
、8
月
豪
雨
に
よ
る
広
域
的

な
農
地
浸
水
に
見
舞
わ
れ
た
。新
た
な
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
、農
業
の

構
造
転
換
を
集
中
的
に
推
し
進
め
る
こ
と
と

し
て
い
く
こ
と
か
ら
、実
効
性
の
あ
る
具
体
的

な
施
策
と
万
全
な
予
算
の
確
保
が
重
要
だ
」と

訴
え
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
で
は
各
団
体
か
ら
、8
月
の
大
雨

被
害
対
応
や
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
の
人
材
確
保
に

向
け
た
支
援
、配
合
飼
料
価
格
の
高
騰
対
策
、

収
入
保
険
の
補
助
の
継
続
や
重
点
支
援
地
方

交
付
金
の
活
用
、後
継
者
育
成
に
向
け
た
対
応

を
求
め
る
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
要
望
を
受
け
、木
村
敬
知
事
は「
重
点
支
援

交
付
金
の
要
望
に
つ
い
て
は
、年
明
け
に
は
価

格
高
騰
対
策
や
農
畜
産
物
の
販
路
拡
大
に
積

極
的
に
使
っ
て
い
く
。本
日
の
要
望
を
し
っ
か

り
受
け
止
め
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
要
望
書
は
、熊
本
県
議
会
の
髙
野
洋
介
議

長
、自
民
党
県
連
の
前
川
收
会
長
へ
も
提
出
し

ま
し
た
。

主
な
重
点
要
望
事
項

1
．
食
料
安
全
保
障
の
確
保
に
向
け
た

　
　
施
策
の
具
体
化
と
万
全
な
予
算
確

　
　
保

2
．
生
産
資
材
高
騰
対
策
等
の
継
続
・

　
　
拡
充

3
．
適
正
な
価
格
形
成
の
実
現
と
国
民

　
　
理
解
の
醸
成
・
行
動
変
容 

4
．
環
境
調
和
型
農
業
の
推
進
と
現
場

　
　
実
態
に
応
じ
た
農
業
技
術
の
普
及

5
．「
地
域
計
画
」
の
実
現
に
向
け
た

　
　
取
り
組
み
と
、
中
山
間
地
域
へ
の

　
　
支
援

6
．
農
地
の
基
盤
整
備
、集
積
・
集
約
化

　
　
及
び
遊
休
・
耕
作
放
棄
地
の
解
消

7
．
生
産
者
向
け
の
補
助
事
業
の
要
件

　
　
緩
和

8
．
共
同
利
用
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う

　
　
再
編
整
備
等
へ
の
取
り
組
み
支
援

9
．
半
導
体
関
連
企
業
進
出
に
伴
う
営

　
　
農
継
続
に
向
け
た
対
応
の
強
化 

10
．
土
地
改
良
施
設
の
老
朽
化
等
に
関

　
　
す
る
必
要
予
算
の
確
保

11
．
新
規
就
農
者
等
へ
の
支
援

12
．
労
働
力
確
保
対
策 

13
．
農
業
委
員
会
の
体
制
強
化

14
．
品
目
別
対
策

　
　
①
水
田
・
畑
作
農
業
政
策

　
　
②
畜
産
・
酪
農
政
策

　
　
③
園
芸
・
果
樹
政
策



全
国
農
政
連
推
薦
・
県
農
政
連
公
認

参
議
院
議
員
藤
木
し
ん
や
の

永
田
町
で
も
百
姓
宣
言

百
姓
宣
言
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に
わ
た
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
幹
部
職
員
育

成
機
関
で
す
。協
同
組
合
と
し
て
の
使
命
と
地

域
に
根
ざ
し
た
経
営
理
念
を
理
解
し
、地
域

課
題
を
踏
ま
え
た
戦
略
立
案
と
事
業
展
開
を

担
う„
基
幹
的
人
材
“の
育
成
を
目
的
と
し
て

い
る
そ
う
で
す
。つ
ま
り
、本
日
お
見
え
に

な
っ
た
J
A
経
営
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
生
の
皆

さ
ん
は
、将
来
の
幹
部
候
補
！！

　
本
日
は
私
の
問
題
意
識
を
、拙
い
説
明
で

は
あ
り
ま
し
た
が
聞
い
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。質
疑
応
答
で
は
鋭
い
質
問
を
い
く
つ
も
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、そ
れ
ぞ
れ
答
え
る
中
で
、

私
自
身
、大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

【
J
A
み
や
ざ
き「
参
議
院
議
員
東
野
ひ
で
き

国
政
報
告
会
」に
出
席
】

　
1
月
16
日（
金
）に
開
催
さ
れ
た「
J
A
み

や
ざ
き『
参
議
院
議
員
東
野
ひ
で
き
国
政
報

告
会
』」に
出

席
し
ま
し

た
。
本
店
か

ら
宮
崎
県
下

に
W
E
B
中

継
さ
れ
、
計

5
0
0
名
も

の
方
に
参
加

し
て
い
た
だ

い
た
と
の
こ

と
で
す
。貴
重

な
機
会
を
い

た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
か
ら
は
直
近
の
農
政
課
題
等
に
触
れ
つ

つ
、国
政
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

質
疑
応
答
も
あ
り
、現
場
に
お
け
る
課
題
に
つ

い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
令
和
8
年
度
農
林
関
連
予
算
の
決
定
】

　
12
月
25
日
、自
民
党
食
料
安
全
保
障
強
化

本
部
・
農
林
政
策
調
査
会
・
農
林
部
会
・
農
政

推
進
協
議
会
合
同
会
議
に
て
、令
和
8
年
農

林
関
連
予
算
を
党
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

　
当
初
予
算
の
前
年
よ
り
増
額
、農
業
構
造

転
換
集
中
対
策
の
別
枠
予
算
の
確
保
、そ
の

財
源
と
し
て
新
た
な
財
源
確
保
と
な
り
ま
し

た
。事
前
に
行
わ
れ
た
会
合
で
、私
は「
水
活

（
水
田
活
用
直
接
支
払
交
付
金
）や
ゲ
タ（
畑

作
物
直
接
支
払
交
付
金
）は
戦
略
作
物（
麦
、

大
豆
、飼
料
作
物
等
）を
増
産
し
て
い
く
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
す
た
め
に
も
予
算
総
額

は
増
額
す
べ
き
」と
意
見
致
し
ま
し
た
。農
業

構
造
転
換
集
中
対
策
期
間
は
ま
だ
続
い
て
い

き
ま
す
。来
年
以
降
も
引
き
続
き
、さ
ら
な
る

予
算
の
確
保
に
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

【
食
糧
法
改
正
の
検
討
】

　
12
月
16
日
、自
民
党
食
料
安
全
保
障
強
化

本
部
・
総
合
農
林
政
策
調
査
会
・
農
業
構
造
転

換
推
進
委
員
会
・
農
林
部
会
合
同
会
議
が
開

催
さ
れ
、出
席
し
ま
し
た
。会
合
で
は
、食
糧

法
見
直
し
の
方
向
性
に
つ
い
て
、農
水
省
よ

り
説
明
が
あ
っ
た
後
、出
席
議
員
に
よ
る
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
私
は
、事
前
に
開
催
さ
れ
た
関
連
会
合
に

お
い
て
、「
需
要
に
応
じ
た
生
産
と
言
っ
て
も

簡
単
で
な
い
。こ
れ
ま
で
は
地
域
協
議
会
の
枠

組
み
の
中
で
関
係
者
が
頭
こ
す
り
つ
け
て
お

願
い
し
て
何
と
か
取
り
組
ん
で
き
た
。少
し

で
も
国
や
地
方
公
共
団
体
の
役
割
が
後
退
す

　
八
代
総
支
部
管
内
は
、熊
本
県
南
部
に
位
置
し
、全
国
有
数
の
農
業
が
盛
ん
な
地
域
で
す
。干
拓

事
業
に
よ
っ
て
広
大
な
八
代
平
野
が
で
き
、球
磨
川
や
氷
川
と
い
っ
た
清
流
が
潤
し
、肥
沃
な
大

地
に
な
っ
て
い
ま
す
。管
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
ブ
ラ
ン
ド「
は
ち
べ
え
ト
マ
ト
」、畳
の
原
料「
い

草
」、世
界
最
大
の
柑
橘
類
と
し
て
ギ
ネ
ス
登
録
さ
れ
て
い
る「
晩
白
柚
」は
生
産
日
本
一
を
誇
り

ま
す
。

　
そ
の
他
に
も「
イ
チ
ゴ
」や「
メ
ロ
ン
」な
ど
の
施
設
園
芸
、干
拓
地
の
ミ
ネ
ラ
ル
を
多
く
含
ん
だ

「
露
地
野
菜
類
」全
国
有
数
の
産
地
に
も
数
え
ら
れ
る「
生
姜
」、県
内
で
も
最
も
古
い
歴
史
を
持

つ「
吉
野
梨
」な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
農
産
物
を
、全
国
各
地
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
る
と
、こ
の
米
価
の
状
況

で
は
、需
要
に
応
じ
た
生
産
の
取
り
組
み
が

崩
れ
る
懸
念
が
あ
る
。国
や
地
方
公
共
団
体

の
関
与
は
明
確
に
し
て
発
信
す
べ
き
。」と
意

見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、継
続
的
に
議
論
が
行
わ
れ
、令
和

8
年
通
常
国
会
に
食
糧
法
改
正
法
案
が
提
出

さ
れ
る
見
込
み
で
す
。需
要
に
応
じ
た
生
産

が
崩
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、尽
力
し
て
参

り
ま
す
。

【
自
民
党
み
ど
り
委
員
会
に
出
席
】

 

12
月
17
日
、自
民
党
環
境
と
調
和
し
た
持
続

可
能
な
農
業
推
進
委
員
会（
み
ど
り
委
員
会
）

が
開
催
さ
れ
、出
席
し
ま
し
た
。会
合
で
は
、

農
水
省
よ
り
、み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
に
基
づ
く
取
組
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
展

開
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、

出
席
議
員
に

よ
る
意
見
交

換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
私
は
、「
今
、

米
の
価
格
が

回
復
基
調
で

生
産
者
が
勢

力
的
に
頑
張

ろ
う
と
い
う

中
で
、
も
う
一

つ
先
の
有
機
や
環
境
配
慮
の
取
り
組
み
を
行

う
の
は
、難
し
い
面
が
あ
る
。今
後
、幅
広
い

生
産
者
が
有
機
や
環
境
配
慮
の
取
り
組
み
に

つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
手
順
や
方
向
性
を
打

ち
出
し
て
欲
し
い
」と
意
見
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

▲12月17日 自民党みどり委員会で意見

八
代
総
支
部
だ
よ
り

八
代
総
支
部
だ
よ
り

県
下
に
は
十
一
の
総
支
部
が
あ
り
こ
の
活
動
状
況
を
毎
月
順
次
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
、「
農
政
連
八
代
総
支
部
」（
山
住
昭
二
総
支
部
長
・
J
A
や
つ
し
ろ
組
合
長
、
嶽
本

秀
之
事
務
局
長
・
J
A
や
つ
し
ろ
共
済
部
長
）
を
紹
介
し
ま
す
。

全
国
農
政
連
推
薦
・
県
農
政
連
推
薦

参
議
院
議
員
東
野
ひ
で
き
の

【
食
料
安
全
保
障
強
化
本
部
・
総
合
農
林
政
策

調
査
会
、農
林
部
会
、農
政
推
進
協
議
会
合
同

会
議
に
出
席
】

　
12
月
25
日（
木
）に
開
催
さ
れ
た
合
同
会
議

に
出
席
し
ま
し
た
。議
題
は「
令
和
8
年
度
農

林
関
係
予
算
に
つ
い
て
」で
す
。

　
宮
下
総
合
農
林
政
策
調
査
会
長
の
ご
挨
拶

の
後
、鈴
木
農
林
水
産
大
臣
よ
り
大
臣
折
衝

結
果
に
つ
い
て
ご
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。当

初
予
算
に
つ
い
て
、農
業
構
造
転
換
の
推
進

に
必
要
な
別
枠
予
算
に
関
し
、日
本
中
央
競

馬
会
に
よ
る
財
源
拠
出
を
ふ
ま
え
、昨
年
度

か
ら
2
5
0
億
円
増
額
の
4
9
4
億
円
の
予

算
と
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
鈴
木
大
臣
に
は
片
山
財
務
大
臣
と
の
折
衝

を
経
て
、農
業
構
造
転
換
に
必
要
な
予
算
を

確
保
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
回
確
保
い
た
だ

い
た
予
算
は
、し
っ
か
り
活
用
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。措
置
さ
れ
た
事
業
を
周
知
・
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、構
造
転
換
を
す
す
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。農
林
水
産
省
に

は
施
策
の
農
業
現
場
へ
の
周
知
を
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
J
A
経
営
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
の
皆
さ
ん
と
懇
談
】

　
1
月
14
日（
水
）に
、J
A
全
中
が
運
営
し

て
い
る
J
A
経
営
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
の
皆
さ

ん
が
参
議
院
議
員
会
館
ま
で
お
見
え
に
な
り
、

お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
J
A
経
営
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
は
、J
A
グ

ル
ー
プ
が
持
つ
産
業
組
合
学
校
以
来
の
人
材

教
育
の
精
神
を
受
け
継
ぐ
、四
半
世
紀
以
上

▲岸田文雄首相（当時）へ畳ベンチとタペストリーを贈呈

現
場
と
共
に

 

●
地
域
農
業
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

　
当
組
織
で
は
、地
域
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

力
向
上
を
目
指
し
、行
政
等
と
連
携
し
Ｐ
Ｒ

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
山
住
昭
二
組
合
長
が
会
長
を
務
め
る
熊
本

県
い
業
生
産
販
売
振
興
協
会
に
よ
る
政
府
官

邸
訪
問
に
て
、当
時
の
岸
田
文
雄
首
相
に
日

本
一
の
生
産
量
を
誇
る
八
代
特
産
の
い
草
を

使
用
し
た
畳
ベ
ン
チ
や
、岸
田
前
首
相
の
顔
が

あ
し
ら
わ
れ
た
い
草
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
の
寄
贈

を
し
ま
し
た
。岸
田
前
首
相
は「
畳
に
触
れ
る

と
本
当
に
心
が
癒
さ
れ
る
。新
し
い
発
想
で
、

日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
畳
が
世
界
中
で
愛

用
さ
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」と
語
ら
れ

ま
し
た
。

　
他
に
も
特
産
品
で
あ
る
晩
白
柚
や
吉
野
梨

は
中
華
圏
で
は「
丸
く
黄
色
く
大
き
い
も
の
」

 

●
災
害
復
旧
に
向
け
て

　
令
和
7
年
8
月
、豪
雨
災
害
が
熊
本
県
を

襲
い
、当
管
内
で
も
広
範
囲
に
お
よ
ぶ
水
害

に
よ
り
多
く
の
田
畑
が
浸
水
し
、定
植
前
に

準
備
さ
れ
て
い
た
苗
の
枯
れ
や
生
育
不
良
、

設
備
・
農
機
具
の
損
害
と
農
業
に
も
甚
大
な

被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　
地
域
農
業
の
早
急
な
復
旧
と
営
農
再
開
の

た
め
、熊
本
県
選
出
の
国
会
議
員
も
い
ち
早

く
現
地
視
察

を
行
い
、被
害

状
況
確
認
、対

策
に
着
手
さ

れ
ま
し
た
。当

組
織
に
お
い

て
も
、行
政
機

関
と
連
携
し
、

補
償
制
度
の

拡
充
な
ど
の

 

●
八
代
総
支
部
の
概
要

　
正
組
合
員
戸
数
…
…
…
…
4
、9
6
4
戸

　
八
代
総
支
部
長
…
…
…
…
…
…
山
住 

昭
二

　
部
会
、利
用
組
合
等
…
…
…
…
…
43
団
体 ▲ＪＡみやざきでの国政報告会の様子

が
縁
起
物
と
し
て
好
ま
れ
て
お
り
、行
政
、商

工
業
者
な
ど
と
連
携
し
、香
港
や
台
湾
へ
の
出

荷
を
長
年
続
け
て
い
ま
す
。

▲香港に向けて晩白柚の出発式を開催▲8月の豪雨でハウスが冠水

▲国会議員等による被災地視察の様子▲国会議員等へトマト苗の掘害状況を
　説明する生産者

要
望
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
国
・
行
政
等
に
よ
る
迅
速
な
対
応
の
成
果

も
あ
り
、営
農
再
開
も
円
滑
に
で
き
て
い
ま

す
。



全
国
農
政
連
推
薦
・
県
農
政
連
公
認

参
議
院
議
員
藤
木
し
ん
や
の

永
田
町
で
も
百
姓
宣
言

百
姓
宣
言
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に
わ
た
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
幹
部
職
員
育

成
機
関
で
す
。協
同
組
合
と
し
て
の
使
命
と
地

域
に
根
ざ
し
た
経
営
理
念
を
理
解
し
、地
域

課
題
を
踏
ま
え
た
戦
略
立
案
と
事
業
展
開
を

担
う„
基
幹
的
人
材
“の
育
成
を
目
的
と
し
て

い
る
そ
う
で
す
。つ
ま
り
、本
日
お
見
え
に

な
っ
た
J
A
経
営
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
生
の
皆

さ
ん
は
、将
来
の
幹
部
候
補
！！

　
本
日
は
私
の
問
題
意
識
を
、拙
い
説
明
で

は
あ
り
ま
し
た
が
聞
い
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。質
疑
応
答
で
は
鋭
い
質
問
を
い
く
つ
も
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、そ
れ
ぞ
れ
答
え
る
中
で
、

私
自
身
、大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

【
J
A
み
や
ざ
き「
参
議
院
議
員
東
野
ひ
で
き

国
政
報
告
会
」に
出
席
】

　
1
月
16
日（
金
）に
開
催
さ
れ
た「
J
A
み

や
ざ
き『
参
議
院
議
員
東
野
ひ
で
き
国
政
報

告
会
』」に
出

席
し
ま
し

た
。
本
店
か

ら
宮
崎
県
下

に
W
E
B
中

継
さ
れ
、
計

5
0
0
名
も

の
方
に
参
加

し
て
い
た
だ

い
た
と
の
こ

と
で
す
。貴
重

な
機
会
を
い

た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
か
ら
は
直
近
の
農
政
課
題
等
に
触
れ
つ

つ
、国
政
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

質
疑
応
答
も
あ
り
、現
場
に
お
け
る
課
題
に
つ

い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
令
和
8
年
度
農
林
関
連
予
算
の
決
定
】

　
12
月
25
日
、自
民
党
食
料
安
全
保
障
強
化

本
部
・
農
林
政
策
調
査
会
・
農
林
部
会
・
農
政

推
進
協
議
会
合
同
会
議
に
て
、令
和
8
年
農

林
関
連
予
算
を
党
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

　
当
初
予
算
の
前
年
よ
り
増
額
、農
業
構
造

転
換
集
中
対
策
の
別
枠
予
算
の
確
保
、そ
の

財
源
と
し
て
新
た
な
財
源
確
保
と
な
り
ま
し

た
。事
前
に
行
わ
れ
た
会
合
で
、私
は「
水
活

（
水
田
活
用
直
接
支
払
交
付
金
）や
ゲ
タ（
畑

作
物
直
接
支
払
交
付
金
）は
戦
略
作
物（
麦
、

大
豆
、飼
料
作
物
等
）を
増
産
し
て
い
く
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
す
た
め
に
も
予
算
総
額

は
増
額
す
べ
き
」と
意
見
致
し
ま
し
た
。農
業

構
造
転
換
集
中
対
策
期
間
は
ま
だ
続
い
て
い

き
ま
す
。来
年
以
降
も
引
き
続
き
、さ
ら
な
る

予
算
の
確
保
に
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

【
食
糧
法
改
正
の
検
討
】

　
12
月
16
日
、自
民
党
食
料
安
全
保
障
強
化

本
部
・
総
合
農
林
政
策
調
査
会
・
農
業
構
造
転

換
推
進
委
員
会
・
農
林
部
会
合
同
会
議
が
開

催
さ
れ
、出
席
し
ま
し
た
。会
合
で
は
、食
糧

法
見
直
し
の
方
向
性
に
つ
い
て
、農
水
省
よ

り
説
明
が
あ
っ
た
後
、出
席
議
員
に
よ
る
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
私
は
、事
前
に
開
催
さ
れ
た
関
連
会
合
に

お
い
て
、「
需
要
に
応
じ
た
生
産
と
言
っ
て
も

簡
単
で
な
い
。こ
れ
ま
で
は
地
域
協
議
会
の
枠

組
み
の
中
で
関
係
者
が
頭
こ
す
り
つ
け
て
お

願
い
し
て
何
と
か
取
り
組
ん
で
き
た
。少
し

で
も
国
や
地
方
公
共
団
体
の
役
割
が
後
退
す

　
八
代
総
支
部
管
内
は
、熊
本
県
南
部
に
位
置
し
、全
国
有
数
の
農
業
が
盛
ん
な
地
域
で
す
。干
拓

事
業
に
よ
っ
て
広
大
な
八
代
平
野
が
で
き
、球
磨
川
や
氷
川
と
い
っ
た
清
流
が
潤
し
、肥
沃
な
大

地
に
な
っ
て
い
ま
す
。管
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
ブ
ラ
ン
ド「
は
ち
べ
え
ト
マ
ト
」、畳
の
原
料「
い

草
」、世
界
最
大
の
柑
橘
類
と
し
て
ギ
ネ
ス
登
録
さ
れ
て
い
る「
晩
白
柚
」は
生
産
日
本
一
を
誇
り

ま
す
。

　
そ
の
他
に
も「
イ
チ
ゴ
」や「
メ
ロ
ン
」な
ど
の
施
設
園
芸
、干
拓
地
の
ミ
ネ
ラ
ル
を
多
く
含
ん
だ

「
露
地
野
菜
類
」全
国
有
数
の
産
地
に
も
数
え
ら
れ
る「
生
姜
」、県
内
で
も
最
も
古
い
歴
史
を
持

つ「
吉
野
梨
」な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
農
産
物
を
、全
国
各
地
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
る
と
、こ
の
米
価
の
状
況

で
は
、需
要
に
応
じ
た
生
産
の
取
り
組
み
が

崩
れ
る
懸
念
が
あ
る
。国
や
地
方
公
共
団
体

の
関
与
は
明
確
に
し
て
発
信
す
べ
き
。」と
意

見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、継
続
的
に
議
論
が
行
わ
れ
、令
和

8
年
通
常
国
会
に
食
糧
法
改
正
法
案
が
提
出

さ
れ
る
見
込
み
で
す
。需
要
に
応
じ
た
生
産

が
崩
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、尽
力
し
て
参

り
ま
す
。

【
自
民
党
み
ど
り
委
員
会
に
出
席
】

 

12
月
17
日
、自
民
党
環
境
と
調
和
し
た
持
続

可
能
な
農
業
推
進
委
員
会（
み
ど
り
委
員
会
）

が
開
催
さ
れ
、出
席
し
ま
し
た
。会
合
で
は
、

農
水
省
よ
り
、み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
に
基
づ
く
取
組
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
展

開
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、

出
席
議
員
に

よ
る
意
見
交

換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
私
は
、「
今
、

米
の
価
格
が

回
復
基
調
で

生
産
者
が
勢

力
的
に
頑
張

ろ
う
と
い
う

中
で
、
も
う
一

つ
先
の
有
機
や
環
境
配
慮
の
取
り
組
み
を
行

う
の
は
、難
し
い
面
が
あ
る
。今
後
、幅
広
い

生
産
者
が
有
機
や
環
境
配
慮
の
取
り
組
み
に

つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
手
順
や
方
向
性
を
打

ち
出
し
て
欲
し
い
」と
意
見
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

▲12月17日 自民党みどり委員会で意見

八
代
総
支
部
だ
よ
り

八
代
総
支
部
だ
よ
り

県
下
に
は
十
一
の
総
支
部
が
あ
り
こ
の
活
動
状
況
を
毎
月
順
次
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
、「
農
政
連
八
代
総
支
部
」（
山
住
昭
二
総
支
部
長
・
J
A
や
つ
し
ろ
組
合
長
、
嶽
本

秀
之
事
務
局
長
・
J
A
や
つ
し
ろ
共
済
部
長
）
を
紹
介
し
ま
す
。

全
国
農
政
連
推
薦
・
県
農
政
連
推
薦

参
議
院
議
員
東
野
ひ
で
き
の

【
食
料
安
全
保
障
強
化
本
部
・
総
合
農
林
政
策

調
査
会
、農
林
部
会
、農
政
推
進
協
議
会
合
同

会
議
に
出
席
】

　
12
月
25
日（
木
）に
開
催
さ
れ
た
合
同
会
議

に
出
席
し
ま
し
た
。議
題
は「
令
和
8
年
度
農

林
関
係
予
算
に
つ
い
て
」で
す
。

　
宮
下
総
合
農
林
政
策
調
査
会
長
の
ご
挨
拶

の
後
、鈴
木
農
林
水
産
大
臣
よ
り
大
臣
折
衝

結
果
に
つ
い
て
ご
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。当

初
予
算
に
つ
い
て
、農
業
構
造
転
換
の
推
進

に
必
要
な
別
枠
予
算
に
関
し
、日
本
中
央
競

馬
会
に
よ
る
財
源
拠
出
を
ふ
ま
え
、昨
年
度

か
ら
2
5
0
億
円
増
額
の
4
9
4
億
円
の
予

算
と
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
鈴
木
大
臣
に
は
片
山
財
務
大
臣
と
の
折
衝

を
経
て
、農
業
構
造
転
換
に
必
要
な
予
算
を

確
保
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
回
確
保
い
た
だ

い
た
予
算
は
、し
っ
か
り
活
用
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。措
置
さ
れ
た
事
業
を
周
知
・
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、構
造
転
換
を
す
す
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。農
林
水
産
省
に

は
施
策
の
農
業
現
場
へ
の
周
知
を
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
J
A
経
営
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
の
皆
さ
ん
と
懇
談
】

　
1
月
14
日（
水
）に
、J
A
全
中
が
運
営
し

て
い
る
J
A
経
営
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
の
皆
さ

ん
が
参
議
院
議
員
会
館
ま
で
お
見
え
に
な
り
、

お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
J
A
経
営
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
は
、J
A
グ

ル
ー
プ
が
持
つ
産
業
組
合
学
校
以
来
の
人
材

教
育
の
精
神
を
受
け
継
ぐ
、四
半
世
紀
以
上

▲岸田文雄首相（当時）へ畳ベンチとタペストリーを贈呈

現
場
と
共
に

 

●
地
域
農
業
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

　
当
組
織
で
は
、地
域
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

力
向
上
を
目
指
し
、行
政
等
と
連
携
し
Ｐ
Ｒ

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
山
住
昭
二
組
合
長
が
会
長
を
務
め
る
熊
本

県
い
業
生
産
販
売
振
興
協
会
に
よ
る
政
府
官

邸
訪
問
に
て
、当
時
の
岸
田
文
雄
首
相
に
日

本
一
の
生
産
量
を
誇
る
八
代
特
産
の
い
草
を

使
用
し
た
畳
ベ
ン
チ
や
、岸
田
前
首
相
の
顔
が

あ
し
ら
わ
れ
た
い
草
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
の
寄
贈

を
し
ま
し
た
。岸
田
前
首
相
は「
畳
に
触
れ
る

と
本
当
に
心
が
癒
さ
れ
る
。新
し
い
発
想
で
、

日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
畳
が
世
界
中
で
愛

用
さ
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」と
語
ら
れ

ま
し
た
。

　
他
に
も
特
産
品
で
あ
る
晩
白
柚
や
吉
野
梨

は
中
華
圏
で
は「
丸
く
黄
色
く
大
き
い
も
の
」

 

●
災
害
復
旧
に
向
け
て

　
令
和
7
年
8
月
、豪
雨
災
害
が
熊
本
県
を

襲
い
、当
管
内
で
も
広
範
囲
に
お
よ
ぶ
水
害

に
よ
り
多
く
の
田
畑
が
浸
水
し
、定
植
前
に

準
備
さ
れ
て
い
た
苗
の
枯
れ
や
生
育
不
良
、

設
備
・
農
機
具
の
損
害
と
農
業
に
も
甚
大
な

被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　
地
域
農
業
の
早
急
な
復
旧
と
営
農
再
開
の

た
め
、熊
本
県
選
出
の
国
会
議
員
も
い
ち
早

く
現
地
視
察

を
行
い
、被
害

状
況
確
認
、対

策
に
着
手
さ

れ
ま
し
た
。当

組
織
に
お
い

て
も
、行
政
機

関
と
連
携
し
、

補
償
制
度
の

拡
充
な
ど
の

 

●
八
代
総
支
部
の
概
要

　
正
組
合
員
戸
数
…
…
…
…
4
、9
6
4
戸

　
八
代
総
支
部
長
…
…
…
…
…
…
山
住 

昭
二

　
部
会
、利
用
組
合
等
…
…
…
…
…
43
団
体 ▲ＪＡみやざきでの国政報告会の様子

が
縁
起
物
と
し
て
好
ま
れ
て
お
り
、行
政
、商

工
業
者
な
ど
と
連
携
し
、香
港
や
台
湾
へ
の
出

荷
を
長
年
続
け
て
い
ま
す
。

▲香港に向けて晩白柚の出発式を開催▲8月の豪雨でハウスが冠水

▲国会議員等による被災地視察の様子▲国会議員等へトマト苗の掘害状況を
　説明する生産者

要
望
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
国
・
行
政
等
に
よ
る
迅
速
な
対
応
の
成
果

も
あ
り
、営
農
再
開
も
円
滑
に
で
き
て
い
ま

す
。
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熊
本
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
緑
の

祭
典
「
第
50
回
Ｊ
Ａ
植
木
ま
つ
り
」

が
1
月
24
日
か
ら
2
月
23
日
ま
で
、

合
志
市
の
熊
本
県
農
業
公
園
カ
ン
ト

リ
ー
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
50
回
目
と
い
う
節
目
の
開
催
。

　
こ
の
催
し
は
、
県
内
農
家
が
丹
精
込
め
て

生
産
し
た
良
質
・
低
価
格
な
庭
園
用
樹
木
や

庭
園
、
特
産
物
な
ど
を
直
売
す
る
も
の
で
、

毎
年
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
す
。
県
内

Ｊ
Ａ
と
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
が
消
費
者
と
の
ふ

れ
あ
い
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
緑
化
木

事
業
の
振
興
・
発
展
と
Ｊ
Ａ
に
お
け
る
特
産

品
づ
く
り
の
振
興
を
目
的
と
し
、
毎
年
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
開
会
式
に
は
、
行
政
や
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
関

係
者
が
出
席
。
主
催
者
を
代
表
し
、
経
済
連

の
丁
道
夫
代
表
理
事
会
長
が
「
Ｊ
Ａ
植
木
ま

つ
り
も
記
念
す
べ
き
第
50
回
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
皆
さ
ま
へ
の
感
謝
の
思
い
を
込

め
て
様
々
な
催
し
も
用
意
し
て
い
る
。
会
場

内
で
春
の
訪
れ
を
実
感
し
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
オ
ー
プ
ン
と
同
時
に
多
く
の
来
場

者
が
詰
め
か
け
、
活
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
50
回
を
記
念
し
た
華
や
か
な
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
が
出
迎
え
、
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
人
気
を
博
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
マ
ツ
や
果
樹
苗
な
ど
の
庭
木
を
は

じ
め
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
は
多
肉
植
物
な

ど
の
多
彩
な
商
品
が
並
び
、
趣
向
を
凝
ら
し

た
庭
園
、
地
域
自
慢
の
特
産
品
な
ど
も
販
売

し
ま
し
た
。
期
間
中
は
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
体
験
教
室
や
、
抽
選
で
賞

第
50
回
Ｊ
Ａ
植
木
ま
つ
り
を
開
催

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
や
熊
本
県
生
活

協
同
組
合
連
合
会
な
ど
11
団
体
で
構
成

す
る
熊
本
県
協
同
組
合
間
提
携
推
進
会

議（
事
務
局
＝
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
）は
12
月
17

日
、合
志
市
の
Ｊ
Ａ
熊
本
教
育
セ
ン
タ
ー
で

「
2
0
2
5
く
ま
も
と
協
同
組
合
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
」を
開
催
し
、県
生
協
連
や
県
漁
連
、Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
な
ど
の
役
職
員
78
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
日
本
協
同
組
合
連
携
機
構（
Ｊ
Ｃ
Ａ
）の
比

嘉
政
浩
専
務
よ
り「
協
同
組
合
間
連
携
と
Ｉ
Ｙ

Ｃ
2
0
2
5
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」と
題
し

て
講
演
を
い
た
だ
き
、全
国
や
各
都
道
府
県
に

お
け
る
国
際
協
同
組
合
年
（
Ｉ
Ｙ
Ｃ

「
２
０
２
５
く
ま
も
と
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
」を
開
催

2
0
2
5
）の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、各
構
成
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体

で
行
っ
て
い
る
活
動
報
告
や
事
業
内
容
な
ど

の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
推
進
会
議
の
宮
本
隆
幸
会
長
は「
協
同

組
合
の
存
在
意
義
を
再
認
識
し
、相
互
理
解

や
連
携
を
深
め
て
ほ
し
い
」と
挨
拶
し
ま
し

た
。

▲活動紹介の様子

▲開会式でのテープカットの様子 ▲大盛況の茶用センターブース

▲講演するJCAの比嘉専務

▲水前寺成趣園での清掃活動の様子

▲最優秀賞に選ばれた末永己紀子さん（左）
　市川佳さん（中央）、渡邉和代さん（右）

　
Ｊ
Ａ
共
済
連
熊
本
で
は
12
月
13
日

（
土
）、熊
本
の
代
表
的
な
観
光
名
所
で

あ
る
、水
前
寺
成
趣
園（
水
前
寺
公
園
）

の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
清
掃
活
動
は
、地
域
貢
献
活
動
の
一
環

と
し
て
平
成
19
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
る

も
の
で
、同
園
で
の
清
掃
活
動
は
9
度
目
と

な
り
ま
す
。

　
開
門
前
の
午
前
7
時
30
分
に
集
合

し
た
役
職
員
約
1
2
0
人
は
、出
水
神

社
・
正
面
広
場
班
、梅
散
策
路
班
、桜
散

策
路
班
と
3
つ
の
班
に
分
か
れ
て
、園

内
散
策
路
等
に
散
っ
た
落
ち
葉
を
熊
手

や
ほ
う
き
を
用
い
て
丁
寧
に
拾
い
集

め
ま
し
た
。

水
前
寺
成
趣
園
の
清
掃
活
動
を
実
施

〜
自
分
た
ち
の
手
で
熊
本
の
街
を
綺
麗
に
〜

　
寒
い
中
で
の
清
掃
活
動
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、全
員
で
協
力
し
最
後
は
体
が
温
ま
り
、無

事
に
公
園
の
開
門
前
に
は
清
掃
を
終
了
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

　
Ｊ
Ａ
共
済
連
熊
本
は
、こ
れ
か
ら
も
共
済

事
業
と
地
域
貢
献
活
動
を
通
じ
て
、地
域
と

の
絆
を
強
化
し
、豊
か
な
環
境
づ
く
り
に
貢

献
し
て
い
き
ま
す
。

女
性
組
織
活
動
の
活
性
化
と

　
　
　
　
　
　
　
部
員
意
識
の
高
揚
を
高
め
る

　JA中央会

JA経済連
　
Ｊ
Ａ
熊
本
県
女
性
組
織
協
議
会
と

Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
、家
の
光
協
会
は
12

月
16
日
、熊
本
県
立
劇
場
で「
令
和
7

年
度
Ｊ
Ａ
熊
本
県
女
性
大
会
お
よ
び

家
の
光
大
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、女
性
部
や
青
壮
年
部
、Ｊ
Ａ
役
職

員
な
ど
関
係
者
約
7
5
0
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
開
会
に
あ
た
り
Ｊ
Ａ
熊
本
県
女
性
組
織
協

議
会
の
喜
多
川
容
紫
子
会
長
は「
8
月
に
熊

本
で
発
生
し
た
豪
雨
災
害
で
被
災
し
、困
難

な
状
況
の
中
で
も
、女
性
部
は
互
い
に
手
を

取
り
合
い
、復
旧
・
復
興
へ
向
け
て
前
を
向
い

て
進
ん
で
い
ま
す
。今
年
は
環
境
と
暮
ら
し

を
豊
か
に
し
て
い
く
取
り
組
み
と
し
て
、廃

食
用
油
回
収
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

始
め
ま
し
た
。今
後
も
互
い
に
学
び
合
い
、支

え
合
い
、
元
気
に
活
動
を
続
け
て
い
き
ま

し
ょ
う
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
組
織
活
動
体
験
発
表
で
は
、「
私
た
ち
女
性

部
員
が
目
指
す
も
の
」と
題
し
て
発
表
し
た

Ｊ
Ａ
熊
本
市
女
性
部
の
渡
邉
和
代
さ
ん
を
、

記
事
活
用
体
験
発
表
で
は
、「
私
た
ち
の
道
し

る
べ
・・『
家
の
光
』」と
題
し
て
発
表
し
た
Ｊ

Ａ
あ
ま
く
さ
女
性
部
の
末
永
己
記
子
さ
ん
を

そ
れ
ぞ
れ
最
優
秀
賞
に
選
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、今
年
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
作
文
コ

ン
コ
ー
ル
発
表
で「
わ
た
し
と
フ
レ
ミ
ズ
の

成
長
」と
題
し
て
発
表
し
た
Ｊ
Ａ
あ
し
き
た

の
市
川
佳
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た
。 　

　JA共済連

　 　　農政連

　
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
渡
邉
和
代
さ
ん

は
、令
和
8
年
度
九
州
大
会
に
、末
永
己
記
子

さ
ん
は
令
和
8
年
2
月
に
福
岡
県
で
開
か
れ

る
全
国
家
の
光
大
会
に
熊
本
県
代
表
と
し
て

出
場
し
ま
す
。

　
第
49
回
ち
ゃ
ぐ
り
ん
読
書
感
想
文
で
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
小
松
蒼
空
さ
ん（
八
代
市
立

東
陽
小
学
校
3
年
）と
、井
上
理
莉
さ
ん（
八

代
市
立
日
奈
久
小
学
校
3
年
）が
作
文
を
朗

読
し
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
、武
雄
市
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
会
長
で
上
級
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
森
恵
美
氏
が「
こ

こ
ろ
を
元
気
に
す
る
J
A
女
性
部
活
動
〜
わ

が
町
ま
る
ご
と
大
好
き
を
発
信
〜
」と
題
し

て
、心
を
豊
か
に
す
る
た
め
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

品
が
当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
来
場
者
参

加
型
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
加

え
、
今
年
か
ら
県
内
Ｊ
Ａ
直
売
所
と
連
携
し

豪
華
賞
品
が
当
た
る
「
熊
本
の
う
ま
か
も
ん

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
展
開
す
る
な
ど
50
回
の

節
目
に
ふ
さ
わ
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
目
白
押
し

で
し
た
。
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Ｉ
Ｙ
Ｃ

「
２
０
２
５
く
ま
も
と
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
」を
開
催

2
0
2
5
）の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、各
構
成
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体

で
行
っ
て
い
る
活
動
報
告
や
事
業
内
容
な
ど

の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
推
進
会
議
の
宮
本
隆
幸
会
長
は「
協
同

組
合
の
存
在
意
義
を
再
認
識
し
、相
互
理
解

や
連
携
を
深
め
て
ほ
し
い
」と
挨
拶
し
ま
し

た
。

▲活動紹介の様子

▲開会式でのテープカットの様子 ▲大盛況の茶用センターブース

▲講演するJCAの比嘉専務

▲水前寺成趣園での清掃活動の様子

▲最優秀賞に選ばれた末永己紀子さん（左）
　市川佳さん（中央）、渡邉和代さん（右）

　
Ｊ
Ａ
共
済
連
熊
本
で
は
12
月
13
日

（
土
）、熊
本
の
代
表
的
な
観
光
名
所
で

あ
る
、水
前
寺
成
趣
園（
水
前
寺
公
園
）

の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
清
掃
活
動
は
、地
域
貢
献
活
動
の
一
環

と
し
て
平
成
19
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
る

も
の
で
、同
園
で
の
清
掃
活
動
は
9
度
目
と

な
り
ま
す
。

　
開
門
前
の
午
前
7
時
30
分
に
集
合

し
た
役
職
員
約
1
2
0
人
は
、出
水
神

社
・
正
面
広
場
班
、梅
散
策
路
班
、桜
散

策
路
班
と
3
つ
の
班
に
分
か
れ
て
、園

内
散
策
路
等
に
散
っ
た
落
ち
葉
を
熊
手

や
ほ
う
き
を
用
い
て
丁
寧
に
拾
い
集

め
ま
し
た
。

水
前
寺
成
趣
園
の
清
掃
活
動
を
実
施

〜
自
分
た
ち
の
手
で
熊
本
の
街
を
綺
麗
に
〜

　
寒
い
中
で
の
清
掃
活
動
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、全
員
で
協
力
し
最
後
は
体
が
温
ま
り
、無

事
に
公
園
の
開
門
前
に
は
清
掃
を
終
了
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

　
Ｊ
Ａ
共
済
連
熊
本
は
、こ
れ
か
ら
も
共
済

事
業
と
地
域
貢
献
活
動
を
通
じ
て
、地
域
と

の
絆
を
強
化
し
、豊
か
な
環
境
づ
く
り
に
貢

献
し
て
い
き
ま
す
。

女
性
組
織
活
動
の
活
性
化
と

　
　
　
　
　
　
　
部
員
意
識
の
高
揚
を
高
め
る

　JA中央会

JA経済連
　
Ｊ
Ａ
熊
本
県
女
性
組
織
協
議
会
と

Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
、家
の
光
協
会
は
12

月
16
日
、熊
本
県
立
劇
場
で「
令
和
7

年
度
Ｊ
Ａ
熊
本
県
女
性
大
会
お
よ
び

家
の
光
大
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、女
性
部
や
青
壮
年
部
、Ｊ
Ａ
役
職

員
な
ど
関
係
者
約
7
5
0
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
開
会
に
あ
た
り
Ｊ
Ａ
熊
本
県
女
性
組
織
協

議
会
の
喜
多
川
容
紫
子
会
長
は「
8
月
に
熊

本
で
発
生
し
た
豪
雨
災
害
で
被
災
し
、困
難

な
状
況
の
中
で
も
、女
性
部
は
互
い
に
手
を

取
り
合
い
、復
旧
・
復
興
へ
向
け
て
前
を
向
い

て
進
ん
で
い
ま
す
。今
年
は
環
境
と
暮
ら
し

を
豊
か
に
し
て
い
く
取
り
組
み
と
し
て
、廃

食
用
油
回
収
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

始
め
ま
し
た
。今
後
も
互
い
に
学
び
合
い
、支

え
合
い
、
元
気
に
活
動
を
続
け
て
い
き
ま

し
ょ
う
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
組
織
活
動
体
験
発
表
で
は
、「
私
た
ち
女
性

部
員
が
目
指
す
も
の
」と
題
し
て
発
表
し
た

Ｊ
Ａ
熊
本
市
女
性
部
の
渡
邉
和
代
さ
ん
を
、

記
事
活
用
体
験
発
表
で
は
、「
私
た
ち
の
道
し

る
べ
・・『
家
の
光
』」と
題
し
て
発
表
し
た
Ｊ

Ａ
あ
ま
く
さ
女
性
部
の
末
永
己
記
子
さ
ん
を

そ
れ
ぞ
れ
最
優
秀
賞
に
選
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、今
年
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
作
文
コ

ン
コ
ー
ル
発
表
で「
わ
た
し
と
フ
レ
ミ
ズ
の

成
長
」と
題
し
て
発
表
し
た
Ｊ
Ａ
あ
し
き
た

の
市
川
佳
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た
。 　

　JA共済連

　 　　農政連

　
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
渡
邉
和
代
さ
ん

は
、令
和
8
年
度
九
州
大
会
に
、末
永
己
記
子

さ
ん
は
令
和
8
年
2
月
に
福
岡
県
で
開
か
れ

る
全
国
家
の
光
大
会
に
熊
本
県
代
表
と
し
て

出
場
し
ま
す
。

　
第
49
回
ち
ゃ
ぐ
り
ん
読
書
感
想
文
で
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
小
松
蒼
空
さ
ん（
八
代
市
立

東
陽
小
学
校
3
年
）と
、井
上
理
莉
さ
ん（
八

代
市
立
日
奈
久
小
学
校
3
年
）が
作
文
を
朗

読
し
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
、武
雄
市
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
会
長
で
上
級
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
森
恵
美
氏
が「
こ

こ
ろ
を
元
気
に
す
る
J
A
女
性
部
活
動
〜
わ

が
町
ま
る
ご
と
大
好
き
を
発
信
〜
」と
題
し

て
、心
を
豊
か
に
す
る
た
め
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

品
が
当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
来
場
者
参

加
型
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
加

え
、
今
年
か
ら
県
内
Ｊ
Ａ
直
売
所
と
連
携
し

豪
華
賞
品
が
当
た
る
「
熊
本
の
う
ま
か
も
ん

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
展
開
す
る
な
ど
50
回
の

節
目
に
ふ
さ
わ
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
目
白
押
し

で
し
た
。
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みどりの

発
行
／
熊
本
県
農
業
者
政
治
連
盟

　熊
本
市
中
央
区
南
千
反
畑
町
2-

3

　電
話 

0
9
6-

3
2
8-

1
2
8
4

　編
集
責
任
者
／
中
村

　隆
宏

　●
発
行
日
／
令
和
8
年
2
月
15
日
・
毎
月
1
回
15
日
発
行

　●
定
価
／
1
部
50
円（
但
し
、会
員
の
購
読
料
は
会
費
の
中
に
含
む
）

　
今
年
の
お
正
月
は
寒
か
っ
た
で
す
ね
。初
詣
に
行
き

ま
し
た
が
、参
拝
す
る
ま
で
の
長
い
行
列
に
1
時
間
も

並
び
続
け
ま
し
た
。お
参
り
を
し
て
お
み
く
じ
を
引
く

の
が
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、今
年
は「
末
吉
」で
し

た
。大
吉
か
ら
始
ま
っ
て
最
後
の
方
に
近
い
運
勢
で
、

ち
ょ
っ
と
が
っ
か
り
し
ま
し
た
。（
順
番
は
地
域
に
よ
っ

て
違
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、大
吉
・
中
吉
・
小
吉
・
吉
・

末
吉
・
凶
・
大
凶
の
順
で
覚
え
て
い
ま
す
）お
み
く
じ
の

値
段
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。い
つ
も
1
0
0
円
の
お

み
く
じ
を
買
う
の
で
す
が
、今
年
は
2
0
0
円
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。お
み
く
じ
の
中
に
七
福
神
が
入
っ
て
い

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。金
色
の
小
さ
な
置
物
で
す
。こ

の
七
福
神
の
出
身
地
は
3
ケ
所
あ
り
、大
黒
天
と
毘
沙

門
天
、弁
才
天
が
イ
ン
ド
、布
袋
と
寿
老
人
、福
禄
寿
は

中
国
、そ
し
て
恵
比
寿
が
日
本
の
土
着
信
仰
の
神
で

す
。

　
仕
事
初
め
の
日
、別
の
神
社
で
リ
ベ
ン
ジ
す
る
と
大

吉
で
し
た
。今
年
も
運
気
が
よ
さ
そ
う
で
す
。

撮影：大崎 貫之 様

「好奇心」

第13回 未来に伝えたい農業・農村の風景
フォトコンテスト入選作品

　
令
和
7
年
を
振
り
返
る
と
国
内
も
国
外
も
さ
ま
ざ
ま

な
出
来
事
が
発
生
し
た
。あ
る
新
聞
社
が
読
者
に
行
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、国
内
の
10
大
ニ
ュ
ー
ス
の
ト
ッ

プ
は
、「
大
阪
・
関
西
万
博
が
開
幕
」だ
っ
た
。開
幕
前
は
、建

設
費
の
増
額
や
パ
ビ
リ
オ
ン
の
建
設
遅
れ
な
ど
、ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
面
が
注
目
を
集
め
た
が
、開
幕
前
の
予
想
を
は

る
か
に
超
え
る
来
場
者
数
だ
っ
た
。

　
僅
差
で
2
位
に
な
っ
た
の
は
、「
ク
マ
襲
撃
相
次
ぐ
」

だ
っ
た
。今
年
は
例
年
に
な
く
ク
マ
に
人
が
襲
わ
れ
る
被

害
が
相
次
い
だ
。被
害
者
数
も
過
去
最
多
を
更
新
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、政
府
は
自
衛
隊
や
警
察
の
派
遣
を
決
め
、

緊
急
銃
猟
が
始
ま
っ
た
。

　
3
位
に
は「
自
民
党
総
裁
選
で
高
市
早
苗
氏
勝
利
、初

の
女
性
首
相
に
」が
入
っ
た
。憲
政
史
上
初
め
て
の
女
性
首

相
が
誕
生
し
た
。内
閣
支
持
率
も
70
％
台
と
い
う
高
支
持

率
を
た
た
き
出
し
た
。

　
私
た
ち
に
関
係
す
る「
コ
メ
価
格
高
騰
、政
府
備
蓄
米

の
放
出
発
表
」は
こ
れ
も
僅
差
で
4
位
だ
っ
た
。ど
の
出
来

事
も
連
日
Ｔ
Ｖ
や
ネ
ッ
ト
で
世
間
を
賑
わ
せ
た
。

　
一
方
、国
外
に
目
を
向
け
る
と
、1
位
は「
第
47
代
米
大

統
領
に
ト
ラ
ン
プ
氏
が
就
任
」で
あ
っ
た
。米
国
第
一
主
義

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、前
例
の
な
い
施
策
を
推
し
進
め
、国

内
外
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　
2
位
は「
中
国
、高
市
首
相
答
弁
に
反
発
、渡
航
自
粛
呼

び
か
け
」だ
っ
た
。高
市
首
相
の
台
湾
有
事
に
関
す
る
存
立

危
機
事
態
に
な
り
得
る
と
答
弁
し
た
こ
と
へ
の
反
発
で
、

し
ば
ら
く
は
鎮
静
化
し
そ
う
に
な
い
。

　
3
位
は「
米
が
相
互
関
税
発
表
　
日
本
24
％
、中
国

34
％
」で
あ
っ
た
。製
造
業
の
国
内
回
帰
や
貿
易
赤
字
の
解

消
を
目
指
す
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
突
然
の
相
互
関
税
発
表

に
世
界
中
が
驚
愕
し
た
。中
国
に
対
し
て
は
一
時
期
、

1
4
5
％
の
関
税
を
課
す
と
発
表
し
た
。こ
の
相
互
関
税

に
つ
い
て
は
米
国
で
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
権
限
を
逸
脱
し

て
い
る
と
し
て
、各
地
で
訴
訟
が
起
き
て
い
る
。

　
他
に
も「
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
山
火
事
」や「
ル
ー
ブ
ル
美

術
館
で
盗
難
被
害
額
8
、8
0
0
万
ユ
ー
ロ
」な
ど
が
上

位
に
入
っ
た
。

　
な
お
、清
水
寺
で
発
表
さ
れ
た
令
和
7
年
の
漢
字
一
文

字
は「
熊
」だ
っ
た
。

あ
ぜ
み
ち

3
2026

令和8年

今月の表紙「幸福の白い花咲く頃」 (撮影：みろくのそら 様)　第13回 未来に伝えたい農業・農村の風景フォトコンテスト入選作品
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